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町政を問う 一般 質問

自
主
防
災
会
、
消
防
団
な

ど
に
よ
る
協
議
会
の
設
置

に
つ
い
て
、
先
進
地
を
参

考
に
検
討
を
進
め
る
。

　

粗
大
ご
み
の
回

収
は
、
事
前
連
絡

が
原
則
だ
。
近
隣
市
町
の

よ
う
に
事
前
連
絡
な
し
で

曜
日
だ
け
を
決
め
る
方
法

に
変
更
で
き
な
い
か
。

　

事
前
連
絡
な

し
の
近
隣
市
町
で

は
、
粗
大
ご
み
以

外
の
タ
イ
ヤ
な
ど

の
ご
み
も
出
さ
れ

て
非
常
に
困
っ
て

い
る
と
聞
く
。
現

在
の
方
法
で
ご
理

解
願
い
た
い
。

　

資
源
ご

み
を
出
す

日
が
月
１
回
で
は

不
便
で
あ
る
。
月
２
回
に

増
や
せ
な
い
か
。

　

ほ
か
の
市

町
も
月
１
回

だ
。
本
町
は
古
紙
類
の
ほ

か
、ビ
ン
類
や
ア
ル
ミ
缶
な

ど
も
回
収
し
て
い
る
。
今

後
も
現
行
の
回
収
体
制
を

維
持
し
、
子
供
会
な
ど
に

よ
る
資
源
回
収
を
積
極
的

に
実
施
し
て
、
ご
み
の
減

量
化
を
進
め
て
い
く
。

　

平
成
26
年
２
月

豪
雪
の
除
雪
に
つ

い
て
庁
内
で
ど
の
よ
う
な

検
証
を
お
こ
な
っ
た
の
か
。

　

建
設
業
協
会
と

今
年
度
の
除
雪
範

囲
を
見
直
し
た
。し
か
し
、

２
月
の
豪
雪
は
現
有
す
る

建
設
機
械
の
状
況
で
は
全

路
線
を
除
雪
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
幹
線
道
路
主

体
の
除
雪
と
な
る
こ
と
を

ご
理
解
願
い
た
い
。

　

豪
雪
時
、
集
落

内
の
町
道
を
除
雪

し
な
い
と
救
急
車
な
ど
が

入
れ
な
い
。
除
雪
業
者
が

で
き
な
い
場
合
は
農
家
の

機
械
を
活
用
し
て
早
急
に

除
雪
し
て
は
。

　

今
後
、
豪
雪
対

策
に
向
け
国
、県
、

　

新
年
度
予
算
編

成
の
考
え
方
、
重

点
的
事
項
の
概
略
を
聞
く
。

　

引
き
続
き
目
標

達
成
に
向
け
事
業

を
実
施
し
て
い
く
。特
に
、

国
の「
地
方
創
生
」予
算
を

活
用
す
る
総
合
戦
略
の
策

定
や
役
場
新
庁
舎
の
落
成

に
合
わ
せ
た
「
町
制
施
行

60
周
年
記
念
事
業
」、
平
成

28
年
度
中
の
開
業
に
向
け

た
「
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー

シ
ョ
ン（
道
の
駅
）整
備
事

業
」、「
歴
史
ま
ち
づ
く
り

計
画
」へ
の
取
り
組
み
、「
義

経
ま
つ
り
」の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
や
交
流

人
口
の
拡
大
に
直
結
す
る

各
種
事
業
を
重
点
的
に
進

め
て
い
く
。

除
染
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

汚
泥
問
題
、
風
評
被
害
の

払
拭
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
ま
た
、
元
気

活
力
事
業
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
東
京
く
に
み
会
な
ど
新

規
事
業
も
含
め
て
お
お
む

ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

今
後
予
定
し
て
い
る「
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
タ
」な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

今
年
度
当
初
予

算
は
１
３
０
億
円

を
超
す
大
型
予
算
だ
。
町

政
の
お
も
な
事
業
の
執
行

状
況
は
。

　

こ
れ
ま
で
、「
国

見
の
未
来
を
つ
く

る
５
つ
の
目
標
」を
掲
げ
、

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
や
元
気
活
力
事
業
な
ど

を
実
施
し
た
。
特
に
住
宅

町
長

町
長

松浦常雄議員

問

問

問問

問

問

新
年
度
の
町
政
を
ど
う
進
め
る
の
か

地
方
創
生
を
活
用
し
た
総
合
戦
略
を

策
定
す
る

新年度は道の駅整備を進める（直売所のイメージ）

農
家
な
ど
の
機
械

を
活
用
し
て
除
雪

で
き
な
い
か

粗
大
ご
み
の
回
収
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子※

ど
も
の
貧
困

率
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
で
年
間
所

得
が
１
２
０
万
円
未
満
の

家
庭
に
暮
ら
す
子
供
の
割

合
は
、
16
㌫
で
約
６
人
に

１
人
と
な
っ
て
い
て
、
非

常
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
で

あ
る
。

　

本
町
の
子
ど
も
の
貧
困

率
は
。

　

国
の
国
民
生
活

基
礎
調
査
に
は
、

本
町
の
数
字
は
出
て
い
な

い
。
中
学
生
以
下
を
対
象

と
し
た
児
童
手
当
や
ひ
と

り
親
世
帯
を
対
象
と
し
た

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
状

況
か
ら
推
測
す
る
と
調
査

結
果
と
同
程
度
の
子
供
が

該
当
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

国
の
対
策
は
財

源
不
足
を
理
由
に

従
来
の
政
策
ば
か
り
だ
。

国
が
や
ら
な
い
な
ら
町
独

自
に
や
れ
な
い
か
。

　

町
の「
ふ
れ
あ
い
福
祉
基

金
」に
１
億
５
０
０
０
万
円

の
残
高
が
あ
る
が
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
活
用
で

き
な
い
か
。　

こ
の
基
金

は
利
子
を
活

用
す
る
た
め
の
も
の
で
取

り
崩
す
こ
と
は
難
し
い
。

　

貧
困
家

庭
で
高
校

大
学
の
教
育
費
を
捻
出
す

る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。

　

十
分
な
教
育
を
受
け
ら

れ
ず
、
就
職
も
不
利
に
な

り
、
大
人
に
な
っ
て
も
貧

困
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
負

の
連
鎖
が
問
題
だ
。

　

町
政
の
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

町
内
会
集
会
所

の
掲
示
板
は
、
町

内
会
の
情
報
発
信
を
は
じ

め
、
町
の
広
報
・
周
知
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が

雨
、
風
を
し
の
ぐ
作
り
で

は
な
く
、
掲
示
し
て
も
す

ぐ
に
は
が
れ
て
し
ま
い
役

に
立
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

町
内
会
が

設
置
し
、
維

持
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

掲
示
板
設
置
に

は
補
助
金
交
付
制

度
が
あ
る
。
制
度
の
内
容

と
実
績
を
問
う
。

　

補
助
率
は

事
業
費
の
50

㌫
以
内
で
、
補
助
上
限
額

は
３
万
円
で
あ
る
。
実
績

は
平
成
24
年
度
の
１
件
の

み
で
あ
る
。

　

掲
示
物
の
内
容

は
町
か
ら
の
発
信

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
正

確
な
情
報
を
確
実
に
伝
達

す
る
こ
と
は
行
政
の
基
本

で
あ
る
。

　

補
助
額
の
上
限
を
新
た

に
定
め
て
全
額
を
補
助
で

き
な
い
か
。

　

ほ
か
の
自
治
体

の
実
例
な
ど
を
調

査
し
、
補
助
限
度
額
を
町

内
会
長
と
協
議
し
て
結
論

を
出
し
て
い
き
た
い
。

佐藤定男議員

問

問

問

問

問

要
望

町
長

町
長

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
基
金
を

活
用
し
て
は

基
金
の
取
り
崩
し
は
難
し
い

赤十字広報特使・藤原紀香さんの訪問に
子どもたちも大喜び（県北中学校）
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助
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拡
充
で
き
な
い
か

保
健
福
祉

課
　
　
長

住
民
生
活

課
　
　
長

住
民
生
活

課
　
　
長

※
子
供
の
貧
困
率

　

国
民
の
所
得
を
低
い

順
に
並
べ
て
、
真
ん
中

の
順
番
の
人
の
所
得
の

半
分
に
満
た
な
い
人
の

割
合
。
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